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研究成果概要 
長さ 30cm の長尺共振器について、小金井にて真空槽内に設置して特性の評価を行った. 
共振器は真空槽内の二重の金属内層の中に設置され、真空槽の温度変化の影響を受けな

いように熱伝導を下げるために石英球で支持されている. また、熱輻射を避けるため、輻

射率の低い金コートが内層には施されている. これらの結果、二重の断熱槽は時定数 10
日間程度のローパスフィルターの役割を果たし、実験室の日周の室温変化が共振器長(共
振周波数)に殆ど影響を与えないことを確認した. しかし小金井において季節変化等 10
日以上のゆっくりした成分が共振器長に与える影響でも共振器の共振周波数(430THz)に
おいて 1Hz/秒以上のドリフトを引き起こすことが判明. これにより神岡鉱山内に確保し

たスペースでの非常にゆっくりした室温変化の実測値(10 月→2 月で 0.8 度)でも、共振器

を温調する必要があることが確定し、現在内層に温調を施している. 今後さらに小金井で

振動感度等の特性評価を行い、神岡鉱山内で 16 乗台の短期安定度が得られる見通しが付

き次第、これを持ち込んでレファレンスとして、既に設置してある ULE 鏡基板による共

振器について、調質材を利用する効果があるか測定する予定.  
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